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論文内容の要旨
日月
本論文は従来;Jó"もに経験的方法で開発されてきたボイラ用パーナの設計を合理化するために、
その燃焼特性を支配する重要な因子としてパーナまわりおよび炉内における気体の流動をとりあげて
基礎的研究を行なった結果を述べたものであり、各種噴出条件の場合の複雑な流動特性を実験的に総
合整理するとともに、理論解析した結果を 2編14章にまとめている。
第 1 編ではパーナ噴出口の基本的形状である環状ノズルから自由空間中ヘ噴出する乱流空気噴流に
関する研究を、また第 2編では炉内流動の基本現象として二次元流路内における単一あるいは多数列
スリットからの噴出気流の流動特性に関する研究を述べている。
第 l 編ではまず第 1 章で環状噴流の特色を説明し、 従来解明の不十分で、あった噴出口近傍での
Coanda効果による噴流主流線のわん曲特性を解明することに主眼をおき、これを基本として全体の
噴流特性を論じたことを述べている p
第 2 章では実験装置、実験方法および実験系列を説明し、第 3 章では噴出口近傍での噴流のわん曲
流動機構を説明し、流動形式を分類している。
第 4 章では旋回なしの環状噴流部が、噴出後すぐ中実円噴流となる場合を述べている。すなわち環
状噴流は噴出後すぐ主流線が中心軸線に接近するようにわん曲して合流し、中実円噴流となるが、合
流前の主流線わん曲特性および合流後の噴流特性と各種噴出条件との関係を実験的に解明するととも
に、簡単な流動モデjトを用いてこの結果を解析し、合流前のわん曲主流線および合流後の噴流内速
度分布を与える実用的近似式を提案している。
第 5章では、環状ノズル出口に旋回用案内羽根がある場合の噴流特性実験結果を出口風向角、噴
出口の環状スリット比を基本的因子として整理し、複雑な噴出口近傍での流動現象を解明している。
第 6 章では噴出条件と噴流特性との関係を統ーして一般的に解明する目的で任意の噴出条件下の
主流線経路を求める半理論式を導き、実験結果と比較して適用範囲をたしかめ、実用性を明らかにし
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ている。
第 7 章では、以上の結果によって主流動面が解析的に明らかにされている前提に立って、その主
流動面に沿う運動量の積分方程式を解いて任意噴出条件下の噴流内速度分布の式を導き、その妥当性
を実験結果と比較してたしかめている。
第 8章では、上記の乱流噴流特性をより明らかにするために噴流内の乱れを測定した結果を述べて
いる。
第 9 章では以上の結果の総括である。
つぎに第 2編では、炉内流動に対して大きく影響する噴流相互間の干渉および噴流に対する側壁の
干渉効果についての基本的な研究として、二次元噴流で実験した結果を述べている。
第 1 章は、緒論で研究の目的と特色を述べ、第 2 章で実験装置と実験方法を説明している。
第 3 章では単一スリットからの噴流がCoanda効果により側壁に付着する現象を実験的および解析
的に解明している。本研究を従来の純流体素子のための Coanda 効果の研究とくらべると、ボイラ炉
への応用を目的とするため従来よりも大きい流路で速度と静庄の分布をくわしく測定していること、
スリット傾斜角のある場合を含むより一般的な解析を行なっていること、および噴流内のみだれ特性
をも扱っていることの 3 点が特色である。
第 4 章では、多数列スリットからの噴流に二次元流路内で側壁および噴流相互間の干渉によってあ
らわれる複雑な流動様式を分類整理し、スリット配列と流動様式との関係線図を得るとともに、流路
内のわん曲噴流について、舌Lれ特性をも含めた噴流特性を臼由噴流の場合と比較している。
第 5 章は以上の結果の総括である。
論文の審査結果の要旨
本論文はボイラ燃焼室内でのパーナ噴流の挙動が、燃焼および放射伝熱に重要な影響があるとされ
ながらこれまで解明がすすんでいない現状にかんがみて、パーナ噴流の基本的特性を実験的および理
論的にあきらかにしたものである。すなわち広汎な実験によって環状噴流が中実噴流、準放身ナ状噴流
および完全放射状噴流になる条件を明らかにし、実用上重要な中実噴流および、準放射状噴流について
は流速分布を与える解析式を与え、さらに噴流と側壁、わよび噴流相互間の干渉による複雑な流動様式
を二次元流路の場合に対して分類整理したものである。
以上の結果は噴流の構造の解明と広い空間での噴流の挙動の解明に寄与した点で流体力学に貢献し
また、従来経験的方法に依存せざるを得なかったボイラ用バーナおよびボイラ燃焼室の研究開発に理
論的解明の指針を与えたもので工業上重要な意義がある。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認Jめる。
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